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第４章  問題・課題の整理 

道路整備などによる交通手段の発達で、生活圏の広域化傾向が本市にも現れており、今後、熊

本・宇土商圏の影響、通勤圏の拡大など様々な影響が予想されます。 

こうした動向のなかで、今後は、本市が単に他市町の生活圏に包み込まれていく方向ではなく、

ある分野では他市町の都市機能に依存しながら、ある分野では本市の都市機能を他地域の住民に

享受させていくという形で、都市の自主性・独立性を維持しながら交流型の都市形成を図る必要

があります。そのためには、生活圏の広域化・重層化に対応した特色あるまちづくりが重要であ

り、通勤の相互流動の高まりを踏まえた定住環境整備と生活面における、安全・快適・利便・教

育などの住民の基本ニーズを満たす生活環境整備が大きな課題となっています。 

本章においては、前章（都市計画基礎調査を活用した各種エリア別の統計的分析）を踏まえつ

つ、それぞれの地域の現状も勘案しながら、都市計画としての問題や課題を整理します。 

１ 人口の減少と少子高齢化  

【人口の減少と高齢化の進行に対応した都市整備】 

 近年、本市の人口は停滞傾向が続いています。 

昭和 30 年に 75,552 人（旧５町の合計）であった本市の人口は、昭和 50年の 61,448 まで減少を

続けました。実にこの 20年間で小川町の総人口に匹敵する 14,104 人が減少しています。 

昭和 55 年以降総人口は増加に転じ、平成 12 年国勢調査時には 63,968 人を数えていますが、

その内訳を町別にみると、増加を続けているのは松橋町だけという結果になっています。 

また、年齢構成も若年層（15歳～24 歳）の流出が続き高齢化が急速に進んでいます。 

わが国全体の社会状況・構造からみて少子高齢化の傾向そのものを止めることは困難ですが、人

口の減少及び高齢化の進行を穏やかにすることが重要であり、若年層の流出防止、新規流入・定

住化の促進が都市づくりのうえで大きな課題となっています。 

さらに高齢化の進行を踏まえ、高齢者を含めた全住民の定住のために次のような｢生活の質の

向上｣を目指す必要があります。 

 

【効率的で魅力あるコンパクトな市街地の形成】 

 人口の減少傾向が避けられないことから、財政的な視点も踏まえ、効率的な都市整備を推進す

ることが必要になります。また、若年層の流出防止・定住化への対策として、都市的利便性・快

適性・魅力の向上のための集中的な投資・整備も必要です。 

 このため、都市的市街地として整備・誘導すべき一定の範囲を、集中的・効率的に整備するこ

とで、都市的魅力が集積している地区を創出することが必要です。 

 

人口動向から見た都市計画の課題 

◎人口の減少と高齢化の進行に対応した都市整備 

◎効率的で魅力あるコンパクトな市街地の形成 
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○不知火町の市街地及びその周

辺で人口増加率が高く、人口増加

に対応した住環境の整備や適正

な土地利用の規制・誘導が必要 

○用途地域内では人口が減少

している地域があり、人口の用

途地域外への流出を防ぐため、

用途地域内への定住を促進す

るソフト施策や快適で便利な

住環境整備が必要 

○松橋町及び不知火町の用途地

域周辺では人口が増加しており、

人口増加の受け皿となる住環境

整備や無秩序な開発を規制する

施策が必要 

○小川町の市街地から小川都市

計画区域の北部へかけての地域

で人口増加率が高く、人口増加に

対応した住環境の整備や適正な

土地利用の規制・誘導が必要 
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２ 都市構造、都市整備  

【未成熟な都市核～拠点地域の整備】 

本市における土地利用は、松橋・不知火地区の中心部と小川町の中心部の市街地と、その周辺に

おける農業地域に大きく分けられます。 

市街地は東西に横断する国道２６６号、南北に貫通するＪＲ鹿児島本線、主要地方道八代鏡宇土

線や国道３号の沿線を中心に形成されていますが、区画整理などの都市計画事業の遅れにより、都

市機能の効率的配置や快適な住環境の整備が課題となっています。 

また、地域の特性を活かしたまちづくりに取り組むことが、本市の活性化につながる重要な課題

であり、市街地の整備改善と商業などの活性化に向けた全体的な再開発に取り組み、市民のニーズ

を的確にとらえて関係機関と連携を図りながら、具体的な取り組みに着手していくことが必要です。 

 

古くから交通の結節点機能を有していた旧松橋町・不知火町の中心部は、旧国道３号、国道２１

８号、国道２６６号を骨格として松橋駅・松橋町役場・不知火町役場を中心とした市街地が形成さ

れてきました。近年整備された国道２６６号沿線に相次いでロードサイド型の店舗の立地が進みま

したが、かつて旧国道３号と駅前から県道松橋停車場線の沿道に形成されていた商店街では閉店が

相次ぎ、市街地の構造は大きく変化しました。最近では区画整理事業と併せて整備された都市計画

道路港町・上原線の沿道での商業施設立地が目を引くようになっています。 

旧小川町の中心部は国道３号を骨格として、旧小川町役場・小川駅を中心とした市街地が形成さ

れていました。駅前と国道３号から東に分岐する主要地方道小川嘉島線沿道には商店街も形成され

ていましたが、低迷を続けています。商業の中心は国道３号沿いの大型ショッピングセンター周辺

に移って、松橋・不知火地区と同様に市街地の構造は大きく変化しています。 

このように、市街地の構造が大きく変わる中で地域の顔となる中心市街地の整備が不十分である

と都市構造のあいまいさをもたらし、利便性が悪くまとまりの悪い都市形成を招く恐れがあります。 

特に、ＪＲ各駅は本市の玄関口でもあり、さまざまな面で人・物・情報の集発散拠点となること

から、地域や町の顔としての機能や人々が交流できる機能など新たな機能追加が求められています。 

 

【中心市街地の空洞化の防止・中心性の再生】 

都市的魅力喪失の原因であり、結果でもある中心市街地からの人口の流出は本市においても大き

な問題です。空洞化を防止し、都市の中心性を再生することは重要な課題です。 

このためには、商業の活性化だけでなく、中心地での居住性の向上や文化・教育面での魅力向上

等、多面的な取組みが必要であり、そのためには住民の意見を取り込んだまちの再生が重要になり

ます。 

 

【周辺集落の環境整備及び農地の保全・有効活用】 

既存集落では、中心部の市街地に比べ、狭隘な道路状況、下水・公園の整備等基盤整備が相対的

に遅れている状況です。中心部の都市整備とは異なる構想や目的、スポット的な整備により、農業

や農村の持つ魅力を活かしながら、同時に定住のための生活環境整備を進めることが重要です。 

また、農地の今後の活用については｢農地としての保全、有効活用｣が望まれており、ゆとりある

田園景観の保全の意味からも農業・農村を存続させることが必要です。このためには、後継者の問

題等に対応する必要があり、｢農地有効活用のための組織化事業｣等の支援施策を推進する必要があ

ります。 
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【安全・安心な生活を支える基盤施設の整備】 

都市部は、商業を始めとした都市的サービスや就業機会の提供など地域発展に大きな役割を果

たすとともに、ゆとりと潤いにある生活圏づくりを進める上で重要な役割を担うことから、一層

の都市機能の集積と良好な都市空間の形成が求められています。 

快適で利便性が高く、健康的な市民生活をおくるためには立ち遅れている都市基盤施設（生活

道路や公園、上下水道等）の整備を一層促進する必要があり、生活環境・基盤の整備拡充を進め

る必要があります。 

市域と熊本、八代都市圏とを結ぶ交通ネットワークの整備の遅れ、ＪＲ鹿児島本線による市街

地の分断などで市街地と都市圏を結ぶ主要道路は慢性的な交通渋滞を引き起こしています。その

状況は、国道３号や県道など南北方向の広域幹線間を連絡する東西方向の市域内幹線が不足ある

いは不十分であるため、既存路線がバイパスとして機能していないことや、網としてのネットワ

ークが形成されていないことに起因すると言えます。 

また、市民の生活利便性の向上の観点からみると、生活道路の整備も遅れており、防災面や生

活環境の面からも、安全で快適な道路整備が望まれます。 

また、豊かで潤いのある市民生活を創出する公園・緑地に対する市民ニーズに対応するために

地域の自然や歴史を活かした整備を進める必要があります。 

一方、公共下水道は公共用水域の水質保全はもとより、市民生活や公衆衛生の向上を図るうえ

で重要であり更なる整備を進める必要があります。 

また、生活様式の多様化に伴い、生活用水などの水需要は、年々増加傾向にあります。このた

め、水需要の増加に適切に対応できるように、水受給の安定を図り、安全で安心して利用できる

生活用水の確保が求められています。 

 

【住宅地需要及び産業機能拡大への対応】 

世帯数は昭和 55 年以降、増加しており平成 12 年までの 20 年間で 3,614 世帯、増加率は 22.1％

となっています。町別にみると三角町だけが 159 世帯、4.3％減少しており、他の４町は増加し

ています。特に松橋町は 1,157 世帯、16.4％と著しい増加をみせており、核家族化の進行などで

住宅地需要の増加が予想されます。 

また、宇城市の活力向上や雇用の創出により、市民生活の安定をめざすためその受け皿となる

用地の確保も、求められています。 

 

【都市計画施策の母体となる都市計画区域の見直し】 

都市計画施策とは、都市計画法に基づき、都市計画区域内において施行する行政施策ですが、

現在宇城市においては、旧町時の２つの都市計画区域（松橋不知火都市計画区域及び小川都市計

画区域）が存在しており、市全体の発展基盤を形成する「一体性の確保」のためにその見直しを

行うことが必要です。 

今回の都市計画マスタープランでは、５町が平成 17 年に合併し、一体的なまちづくりを進め

ることが急務となっていること、また、人口減少、少子高齢化が今後も進行すると予想される中

で、宇城市として公正で円滑な都市計画施策を施行していくために、都市計画法に定められた「一

体の都市として総合的に整備、開発及び保全」を図るべき区域として、土地利用動向や各種事業

動向も勘案しつつ、都市計画区域の見直しを進めます。 
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   都市構造、都市整備に関わる課題 

    ◎未成熟な都市核～拠点地域の整備 

◎中心市街地の空洞化の防止・中心性の再生 

◎周辺集落の環境整備及び農地の保全・有効活用 

◎安全・安心な生活を支える基盤施設の整備 

◎住宅地需要及び産業機能拡大への対応 

◎都市計画施策の母体となる都市計画区域の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松橋・不知火 上空写真 

 

 

 

 

宇城市役所 

JR 松橋駅 

岡岳公園

大野川
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●土地利用に関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 農地転用率＝農地転用面積(H12～H17 の 6年間)／農地面積 

 

 

○宅地がほぼ全域で増加して

おり宅地化の進展に対して、無

秩序な開発等による住環境の

悪化を防ぐための土地利用の

規制・誘導が必要 

○用途白地地域や都市計画区域

外の農地が多い地区では、「農

地」、「その他の自然地」、「その

他の空地」などの宅地化が進む

可能性がある土地の構成比が高

く、適正な開発規制や土地利用

の誘導が必要 

○用途地域内では未利用地が比較的多く、現行

用途地域内の未利用地の利活用が必要 

○市街地においては、農地が緑地としての都市

的機能も有していることを踏まえ、保全と活用

の両面で適正な土地利用の誘導を図ることが必

要 

○既存市街地周辺では市街地

のスプロール化が進んでおり、

土地利用の適正な誘導が必要 

○農地転用はほとんどが「住

宅」や「道路・駐車場・資材置

き場」などへの転用 

○用途白地地域では住宅用地

への農地転用が多い。住宅需要

の高まりと比較的開発が容易

であることに起因するミニ開

発であり、適正な誘導が必要 

○都市計画区域外では農地転

用が多く、適正な誘導が必要 

○小川町の市街地では未利用地が比較的多いの

で、未利用地の利活用と適正な土地利用の誘導

が必要 

○小川町の市街地においても、松橋不知火と同

様に農地の保全と活用の両面で適正な土地利用

の誘導を図ることが必要 
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●建物の規制・誘導に関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：新築率＝地区別新築件数(H13～H17 の 5年間)／地区別建物全棟数 

 

 

○用途地域内では新築率が比較

的高い 

○一般的に棟間隔 10ｍ以内では、延焼の危

険があるとされている。用途地域内に 100

戸以上の木造密集地があり、延焼防止対策

の検討が必要 

○近隣商業地域及び商業地域では商業系の

割合が１～２割と低く、住宅棟が混在して

いる 

○低層住居専用地域で指定建ぺい率を上回

る敷地が散見されるので詳細な調査の実施

が必要 

○商業系用途地域では、低容積率の建物が

多く、高度利用の促進についての検討が必

要 

○小川町の市街地では新築

率が比較的高い 

○小川町の市街地に隣

接した地区で商業系建

物棟数の構成比が高い 

○一般的に棟間隔 10ｍ以内では、延焼の危険が

あるとされている。小川都市計画区域の南部に

木造密集地があり、延焼防止対策の検討が必要
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●都市施設の整備に関する課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○近年のスポーツ・レクリエーション需要

増大への対応に必要な街区公園や近隣公園

などの身近な公園の配置が遅れている 

○災害時における避難地の機能を持つ公園

の確保も必要 

○既存の公共空地を都市公園として位置づ

けて整備するなどの検討 

○本市の公共下水道は、松橋不知火公

共下水道事業及び八代北部流域関連下

水道事業によって整備されており、今

後は未整備地区の実情にあった整備が

必要 

○上水道給水計画区域が

松橋不知火都市計画区域

の西部に設定されており、

早期の整備が必要 

○幅員４ｍ未満の狭隘道路

は用途白地地域や都市計画

区域外に多く、生活道路の

改良整備が必要 
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３ 産業 

【産業振興に対応した土地利用の誘導】 

穏やかな人口変動で、過激な都市化も生じていない本市は豊かな自然環境を有しています。そ

の反面、農業・漁業の長期低迷に伴う経済活動の停滞、産業構造の硬直化などの問題を抱えてい

ます。 

本市の農業を取り巻く環境は、離農・兼業化、従事者の高齢化及び後継者の不足等、全国的な

傾向と同様に年々厳しさを増しています。そのため、土地利用型農業を中心とした営農組合の組

織化、担い手農家の育成・確保ならびに耕作放棄地の解消を図る必要があります。 

また、林業を取り巻く環境は依然厳しい状況にあることから、担い手・後継者の確保・育成を

はじめ、魅力ある職業として林業を選択できるよう労働条件の整備や所得の確保など、経営の安

定化を図る必要があります。 

市西側に広がる不知火海は、重要な漁場であるばかりでなく、産卵、幼稚魚の生育など水産生

物の増殖の場としての機能を有しており。「つくり育てる漁業」の振興を図る必要があります。 

商業についてはモータリゼーションの発達とともに郊外大型店や近郊商業圏への消費者流出が

増加しています。このため、市内の商業機能は空洞化が進行して商店街のにぎわいが喪失されつ

つあります。多様化する消費者ニーズに対応し、都市計画とも連動させながら魅力ある商業環境

づくりを進めていく必要があります。 

工業は多くが零細な工場であり、価格競争の激化、国際化など地場産業を取り巻く環境の変化

への対応が立ち後れています。そのため新製品・新技術の開発などにより、自立型中小企業等の

育成と地場産業の経営革新などが必要です。 

また、雇用効果の高い企業の誘致やベンチャー企業の新規創業の支援などによる就業機会・雇

用拡大などが大きな課題となっています。 

 

【商業・観光ニーズに対応した魅力ある都市空間の形成】 

これからのまちづくりにおいて、交流人口の拡大は地域の活性化や産業の振興に影響を与える

大きな要素になります。観光ルートの開発、学習・体験型の観光の推進のためにも、観光地への

アクセス道路や観光標識の整備など、さまざまな観光ニーズに対応した魅力ある都市空間の形成

が求められています。 

 車社会の発達により、郊外型大型店舗や近郊商業圏への消費者流出が増加しています。このた

め、本市においても商業機能の空洞化が進行し「まちの顔」としての商店街のにぎわいを失いつ

つあります。こうした状況に対応するためには、商店個々の近代化やサービス向上の促進はもと

より、多様化する消費者ニーズに対応し都市計画とも連動させた魅力ある商業環境づくりを進め

ていく必要があります。 

 

  産業振興における都市計画の課題 

◎産業振興に対応した土地利用の誘導 

◎商業・観光ニーズに対応した魅力ある都市空間の形成 
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４ 市民参画等 

【住民の主体的参加によるまちづくり活動の実践】 

これからのまちづくりのポイントとしては、住民自らの主体的なまちづくりへの参加・協

働意識が欠かせません。 

この点に関し、住民の果たすべき役割として「地区、地域への関心を持つこと」が特に大

切で、住民意識を高めることが重要です。また、この意識が実践されるよう、地域別のまち

づくり懇談会の開催等による機会・仕組みを具体化していく必要があります。 

 

【環境問題に対応した都市づくり】 

 環境問題に対する住民意識は年々高まってきており、先人から受け継がれてきた豊かな自

然環境を守るとともに、水質汚濁等の公害対策、廃棄物やゴミの抑制・リサイクル、環境に

配慮した都市開発等、環境への負担の少ない都市づくりが求められています。 

このためには、無秩序な土地利用を抑制するとともに、環境に関する条例の具体化や環境

ボランティアへの取組み等のソフト施策を推進することが必要になります。 

 

 

 その他の留意点 

◎住民の主体的参加によるまちづくり活動の実践 

◎環境問題に対応した都市づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松橋町ゴミの分別リサイクル             松橋町花植活動 

 

 

 

 



 
第４章 問題・課題の整理 

 

54 

主要課題を、土地利用上の視点から区分して以下に整理します。 

■ 主要課題の整理 

業務商業機能

市役所周辺地区に業務核が形成されつつあるが、都市核が未成熟であり、
道路等の基盤整備の遅れから拠点地区の機能を十分に発揮できていない。

中心市街地の整備を積極的に推進し、人を引きつける都市空間、人に優し
いまちなみの形成を目指した中心市街地形成を図り再整備を進める必要があ
る。

交通機能

広域幹線道路である国県道は、通過交通と地区内利用交通との輻輳で交通
渋滞等の問題を抱えている。市内の連絡性を高める東西方向の道路整備を推
進し、道路ネットワークの形成や、生活道路の改良を進める必要がある。

都市計画区域

都市計画法に定められた「一体の都市として総合的に整備、開発及び保
全」を図るべき区域として、松橋不知火都市計画区域と小川都市計画区域の
２つの都市計画区域の一体化を計る必要があるため、土地利用動向や各種事
業動向も勘案しつつ、都市計画区域の見直しを早急に行います。

計画的土地利用

定住化の促進や住宅需要への対応と中心市街地の計画的整備が求められて
いる。
そのために、市域で進展している宅地化及び都市化に対して、都市構造の再
検討と土地利用の適正な規制・誘導を図るとともに、用途地域や既成市街地
における未利用地の解消を図り、秩序ある土地利用形成を進める必要があ
る。

土地利用の整序

良好な市街地環境と景観の形成を誘導するため、地域特性や土地利用の動
向を踏まえた、適正な建築規制を検討する必要がある。

また、用途白地地域及び都市計画区域外のミニ開発等に対して土地利用の
適正な規制・誘導を図るとともに、国道沿線地区においては周辺の景観に配
慮した施設の誘導を図ることが必要である。

住宅用地の供給

住宅地取得要望の高まりに対しては、優良住宅地の供給のため、民間開発
の適正な誘導・規制を行い、計画的な整備を進める必要がある。

道路

生活道路は、全般的に狭隘道路が多く安全面での問題を抱えており、改善
を進める必要がある。

また、公共交通機関は交通弱者に不可欠な交通手段であることから、高齢
化の進展などに対する対応策として、サービスや路線網の充実に努め利用促
進を図る必要がある。

公園・緑地

公園整備が不十分であり、偏った配置になっていることから、都市公園候
補地としての可能性が高い公共用地を活用した整備を検討するとともに緑道
等によるのネットワーク化を図る必要がある。

河川
浸水等の水害防止のため、河川改修の整備を進めるとともに、河川の持つ

親水空間の活用を図るために親水護岸等による整備を進める必要がある。

下水道
生活排水等による公有水面の水質悪化防止に向けて、これからも下水道計

画事業を積極的に推進する必要がある。

住環境の向上

地区内道路は狭隘なものが多く、防災上の問題を抱えており、また公園等
の整備も不十分であり居住環境の悪化の要因となっている。このため道路、
公園、下水道などの基盤施設の整備を進める必要がある。

都市景観 都市景観
宇城市固有の自然、歴史、文化を活かして、景観に配慮した市街地空間、

居住空間、道路空間等の整備を進める必要がある。

都市防災 都市防災

震災、水害、火災などの災害に対して安心して暮らせる都市づくりを行う
ことが求められている。特に不知火海沿岸は地形特性から高潮や津波による
災害が懸念されるため、災害の危険性のある地域の重点的な整備により、安
全性を高めることが必要である。また、災害時の被害を最小限にとどめるた
め、耐震化等による密集市街地の防災機能の強化や救援体制を強化するため
の道路幅員及びオ－プンスペースの確保を図る必要がある。

都市構造

土地利用

都市施設
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不知火町紫尾山からの展望  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化プラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の玄関松橋駅
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<時代潮流> 

・人口の減少と少子高齢化の進行 

・地球規模での環境問題の深刻化 

・グローバル社会の進展 

・安全・安心意識の高まり 

・地域の個性を活かした都市づくりの要請 

・市民と行政の協働によるまちづくり 

<都市計画関連制度の改正や制定> 

◆景観法の制定【H16.6】 

◆まちづくり三法の改正【H18.5】 

・21 世紀の都市型生活にふさわしい新たな仕組みづくり 

・コンパクトシティを目指した都市機能の適正立地 

・中心市街地における賑わいの回復を目指す 

・地域の個性を活かした都市づくりの要請 

<上位計画等> 

○新市建設計画【H16.9】 

○第１次宇城市総合計画【H17.6】 

○第１次宇城市国土利用計画【H18.3】  

<宇城市の都市の現状> 

・広域交通結節点としての高いポテンシャル 

・人口伸び率の鈍化、少子高齢化の進行 

・中心市街地の活力低下と低密度な市街地 

・市街地内の都市基盤整備の遅れ 

・住宅密集地における防災対策の遅れ 

・豊かな自然の保全と利活用 

 

宇城市の将来像

①定住人口と交流人口の増大に資する魅力あるまちづくり  
・住宅地需要及び産業機能拡大への対応 
・商業・観光ニーズに対応した魅力ある都市空間の形成  

③活力ある産業の振興に資する土地利用や都市基盤の整備  
・産業振興に対応した土地利用の誘導 
・中心市街地の空洞化の防止・中心性の再生 

⑤環境や景観に配慮した美しい都市づくりの推進  
・環境問題に対応した都市づくり 
・周辺集落の環境整備及び農地の保全・有効活用 

⑦拠点整備と都市計画区域の見直し              
・未成熟な都市核～拠点地域の整備  
・都市計画施策の母体となる都市計画区域の見直し

②少子高齢化社会に対応した土地利用や都市基盤整備の推進 
・人口の減少と高齢化の進行に対応した都市整備 
・効率的で魅力あるコンパクトな市街地の形成  

④災害に強い安全な都市空間の形成  
・安全・安心な生活を支える基盤施設の整備 
・オープンスペースを行かした防災空間整備 

⑥住民参加型の都市づくりの構築  
・住民の主体的参加によるまちづくり活動の実践 

  

<まちづくりで望まれる施策> 

・生活基盤施設の整備拡充 ・戸建住宅の整備供給 

・市内幹線道路の整備   ・自然環境の保全 

・医療福祉施設の整備拡充 ・企業誘致 

・整然とした土地利用      ・狭幅員道路の改良 等 

<宇城市のイメージと将来像> 

現在のイメージ 将来像 

快適な住環境のまち 

福祉のまち 

歴史文化のまち 

自然都市 

福祉都市 

商業都市 

田園都市 

 

市民意識 

宇城市の上位関連計画・現状 

宇城市の都市づくりの課題 

宇城市を取り巻く社会・経済状況

美しい田園風景と不知火海の文化に彩られた 
未来に輝くフロンティアシティ・宇城 

第１次宇城市総合計画(H17.6)

４．安全で安心できるライフサポート（都市基盤・防災）

１．自然と共生するエコタウンの構築（環境・自然）

都市計画からみた重視すべき視点

◎個性や魅力創生、観光・景観形成、広域交通機能強化等

◎自然環境の保全、循環型社会の形成等

◎コンパクトシティ化、バリアフリーの推進等

問

題

・

課

題

の

整

理 

◎土地利用の整序、産業振興に資する土地利用の推進 

２．白寿へいざなうセルフケアの確立（健康・医療・福祉）

３．安定した生活・産業のインフラ構築（産業）

５．ユニークな文化と心とひとづくり（教育・文化・交流）

◎都市施設整備、防災対策等 

※資料編（市民アンケートにみる問題と課題）参照 


